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最近の研究成果トピックス２．

　渋滞という現象は人間社会や自然界の至るとこ
ろに存在します。例えば道路における車の流れは
もちろん、人や生物の集団の動き、インターネッ
トにおける通信、物流や工場での生産ライン、さ
らには生体内のタンパク質輸送などで見ることが
できます。こうした渋滞に関連した現象は、これ
まで各分野で独立に研究されてきました。こうし
た諸分野の渋滞現象を抽出してまとめ、全てを一
般的な流れにおける停滞として捉えたのが本研究
です。これは、数理物理学を基盤とした分野横断
的な新しい学問で、これを「渋滞学」と名付けま
した。

　渋滞についての理論解析、計算機シミュレー
ション、そして実験により、自然渋滞の発生過程
のメカニズムを明らかにしました。車における自
然渋滞は、短い車間距離での流れの不安定性が原
因であることを解明し、その実験実証を世界で初
めて行いました（図１）。この知見をさらに発展
させて、渋滞を未然に防ぐことにつながる「渋滞
吸収運転」を考案し、この社会実験も行ってその
有用性を示しました。また人の流れにおいて、出
入り口などのボトルネック部分にあえて障害物を

おくと、そこでの流れが逆にスムースになること
なども見出しました（図２）。

　高速道路における自然渋滞を緩和するために、
ドライバーへの渋滞情報提供や運転支援システム
を研究していきたいと思います。また、様々な施
設における人の混雑緩和のために、人流シミュ
レーションや最適な誘導の方法についても研究を
進めていく予定です。

平成15－17年度　若手研究B　「セルオートマト
ンによる群集避難行動の数理解析と防災応用」
平成18－20年度　基盤研究C　「輸送ネットワー
クのトポロジー変動と交通渋滞形成過程」
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▲図1　車の自然渋滞形成実験 ▲図２　障害物がある場合の狭い出口からの退出実験
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